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市の�人�口�●�126，�022人�
世�　�帯�　�数�●�50，�217世帯�
　　�（�平成13年�10月1日現�在�）�

【座間市のお知らせ】� 650
●�相模線沿線ハイキング参加者募集（2面）
●�みんなの健康（3面）�
●�ざま子ども議会21（4・5面）�
●�ざまインフォメーション（6・7面）
●�市制施行30周年記念事業（8面）�

古紙配合率100％再生�
紙を使用しています。�

　

希
望
に
満
ち
た
二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も

に
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
座
間
市
は
、
市
制
施
行

三
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昭

和
四
十
六
年
十
一
月
一
日
に
県
内
十
七
番
目
の
市

と
し
て
誕
生
し
て
以
来
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
や
バ
ブ

ル
の
崩
壊
、
長
引
く
不
況
な
ど
に
直
面
し
な
が
ら

も
、一
歩
一
歩
発
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。し

か
し
、
日
本
の
経
済
・
社
会
構
造
が
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
る
中
、
市
政
を
取
り
巻
く
状
況
も
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
総
合
的
な
街
づ
く
り
で
あ
る
第

三
次
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
少

子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
環
境
問
題
、

災
害
対
策
、
さ
ら
に
は
情
報
化
や
地
方
分
権
の
推

進
な
ど
、
山
積
す
る
行
政
課
題
に
対
し
て
着
実
な

事
業
展
開
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
故
郷
と
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
街
づ
く
り
に
市
民
の
皆
さ

ん
と
協
働
の
下
に
取
り
組
み
、
市
の
将
来
像
で
あ

る
「
み
な
ぎ
る
活
力
と
安
ら
ぎ
が
調
和
す
る
と
き

め
き
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

今
年
度
は
、
十
月
二
十
八
日
（
日
）
の
記
念
式

典
を
は
じ
め
と
し
て
、
三
十
周
年
を
記
念
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
心
と
心
の
絆
を
は
ぐ
く
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
「
希
望
、
愛
、
融
和
」
を
テ
ー
マ

に
制
作
し
ま
し
た
市
民
の
歌
「
Ｗ
Ｅ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

　

Ｚ
Ａ
Ｍ
Ａ
！
」
を
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
愛
唱
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
三

十
周
年
を
記
念
し
た
講
演
や
公
開
ラ
ジ
オ
番
組
な

ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

１　おいしい水と今ある美しい緑や川を守り、緑化につとめます。

２　リサイクルを積極的に行い、資源をむだ使いしないで、ごみを減

　　らす努力をします。

３　だれもが安心して、楽しく学べる学校をつくる努力をします。

４　思いやりの心をもって、お年寄りや体の不自由な人の手助けを進

　　んでします。

５　姉妹都市スマーナ市をはじめいろいろな国と交流を深め、文化を

　　知り、学び、相手の国や人々を理解し、仲よくしていきます。

座間市長　星野勝司

市制施行30周年を迎えて�市制施行30周年を迎えて�市制施行30周年を迎えて�市制施行30周年を迎えて�

　

去
る
八
月
二
十
日
、
市
制
施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、市
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
「
ざ

ま
子
ど
も
議
会　

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
た
ち
の
豊
か
な
視
点
は
、
環
境
・

２１

福
祉
・
平
和
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
未
来
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

（
ざ
ま
子
ど
も
議
会　

に
つ
い
て
詳
し
く
は
四
・
五
面
を
、
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業

２１

に
つ
い
て
詳
し
く
は
八
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

担
当　
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昭和４６年１１月１日現在の人口・世帯数

［人　口］６２，７４０人
　　　　　男３３，４３２人　女２９，３０８人
［世帯数］１７，７６５世帯

平成１３年１０月１日現在の人口・世帯数

［人　口］１２６，０２２人
　　　　　男６４，７８６人　女６１，２３６人
［世帯数］５０，２１７世帯

２３人の子ども議員の皆さん
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  ZAMA

議長
飛田昭 氏

　

Ｊ
Ｒ
相
模
線
沿
線
の
名
所
な
ど

を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
模
線
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を

実
施
し
ま
す
。
途
中
、
海
老
名
市

総
合
体
育
館
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
相

模
線
沿
線
魅
力
ア
ッ
プ
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
写
真
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
ゴ
ー
ル
の
海
老
名
駅
で

参
加
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

○
と　

き　

十
一
月
十
八
日（
日
）

　
（
午
前
九
時
〜
十
時
受
け
付
け
、

　

雨
天
決
行
）

○
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
相
模
線
社
家

　

駅
前

○
コ
ー
ス　

社
家
駅
〜
海
老
名
運

　

動
公
園
〜
海
老
名
市
役
所
〜
ひ

　

さ
ご
塚
公
園
〜
相
模
国
分
寺
跡

　

〜
海
老
名
駅
（
約
十
一
キ
ロ
メ

　

ー
ト
ル
）

○
参
加
費　

無
料

○
定　

員　

五
百
人
（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

　

ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
を
担
当
へ

担
当　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

�
０
４
６
（
２
５
２
）
８
２
８
７

�
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

　

市
議
会
で
は
、
九
月
二
十
五

日
の
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
、

議
長
に
飛
田
昭
氏
、
副
議
長
に

鈴
木
健
治
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

○申込方法　①親子体操希望者（市内外不問）、ビギナーエアロビクスＡ・Ｂと
　エアロビクスの保育希望者（市内の方のみ）＝往復はがきの往信用裏面に希
　望の教室名、住所、氏名（親子体操は親子）、年齢、電話番号、保育希望の有
　無（希望者は子どもの氏名と年齢）を、返信用表面に住所、氏名、郵便番号
　を記入の上、１０月２３日（火）＜当日消印有効＞までに担当へ郵送（多数抽選）
　②その他の教室＝市内の方は１１月６日（火）、市外の方は１１月９日（金）の
　いずれも午前１０時から受講料を添えて直接担当へ（先着順。現金の取り扱い
　は午後５時まで。電話などでの予約は１週間以内に手続きを）
※①の保育は２歳から就学前までの幼児対象、各教室とも定員２０人（多数抽選）
で、保育料は幼児一人１，５００円です。
担当　市民体育館〒２２８－００１１相武台１－５９７１　�０４６（２５５）００７７ �０４６（２５５）１１８８

市
議
会
の
新
役
員
決
ま
る�

議
長
に
飛
田
氏 

副
議
長
に
鈴
木
氏�

両
氏
の
略
歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

担
当　
　
　
　
　
　

議
会
事
務
局

�
０
４
６
（
２
５
２
）
８
８
７
２

�
０
４
６
（
２
５
２
）
８
５
５
７

◆
飛
田
昭
氏
（
五
十
七
歳
）　

▽
市
議
五
期
目
。
市
議
会
副
議

長
、
市
監
査
委
員
お
よ
び
議
会

運
営
委
員
会
、
建
設
水
道
常
任

委
員
会
、
教
育
福
祉
常
任
委
員

会
、
基
地
対
策
特
別
委
員
会
の

各
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

◆
鈴
木
健
治
氏
（
五
十
七
歳
）

▽
市
議
三
期
目
。
市
監
査
委
員

お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
、
建

設
水
道
常
任
委
員
会
、
市
民
経

済
常
任
委
員
会
、
総
務
常
任
委

員
会
の
各
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

相
模
線
電
化
十
周
年�

JR
　

Ｊ
Ｒ
相
模
線
に
関
連
す
る
ク
イ

ズ
に
答
え
、
全
問
正
解
す
る
と
抽

選
で
記
念
品
が
も
ら
え
ま
す
。
ク

イ
ズ
の
問
題
と
応
募
用
紙
は
、
市

役
所
、
出
張
所
な
ど
の
公
共
施
設

で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
十
一
月
三
十

日
（
金
）
の
消
印
有
効
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
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企
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０
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副議長
鈴木健治氏

第18回消費生活展�
つながっている私たちのくらしと未来�
第18回消費生活展�
つながっている私たちのくらしと未来�
○と　き　１０月２７日（土）正午～午後４時
　　　　　　　２８日（日）午前１０時～午後４時
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座
　　　　　間）ギャラリー
○内　容　市消費生活展実行委員会をはじめ協
　　　　　力団体によるパネル展示、実演など
○主　催　座間市、市消費生活展実行委員会
○入　場　自由
※クイズに参加された方に粗品を進呈します。
担当　　　　　　　　　　　　 市民生活課�０４６（２５２）８１５８ �０４６（２５５）３５５０

定員受講料対　象日　　程教　室　名

４８人６，０００円１８歳以上
１月１０日～３月１４日毎週木曜日　全１０回
午前９時４５分～１１時４５分

バドミントン
レベルアップ

２５組
５，０００円

３歳以上の
幼児と親
（保育あり）

午前１０時～１１時３０分１月９日～３月１３日
毎週水曜日　全１０回

A
親子体操

２５組午後１時３０分～３時B

８０人

４，０００円
１８歳以上
（Ａ・Ｂ保
育あり）

午前９時２５分～１０時２５分１月１０日～３月１４日
毎週木曜日　全１０回

A
ビギナー
エアロ
ビクス

８０人午前１０時５０分～１１時５０分B

８０人午後７時～８時
１月９日～３月１３日
毎週水曜日　全１０回夜間

８０人４，０００円１８歳以上
（保育あり）

１月９日～３月１３日毎週水曜日　全１０回
午前１０時～１１時

エアロビクス

４５人４，０００円１８歳以上
１月８日～３月２６日毎週火曜日（１月１５日、２月１２日
を除く）全１０回　午前１０時～１１時３０分

フレッシュ
健康体操

４５人４，０００円１８歳以上
１月８日～３月２６日毎週火曜日（１月１５日、２月１２日
を除く）全１０回　午前１０時～１１時３０分

フィットネス
ヨガ

４５人４，５００円１８歳以上
１月１１日～３月１５日毎週金曜日　全１０回
午前１０時～１１時３０分

気功

○と　き　１１月８日（木）午後１時３０分～４時
　　　　　＜予備日は１１月９日（金）＞
○ところ　相模川グラウンド
○主　催　市防火安全協会
○申込方法　１１月１日（木）までに電話で担当へ
※煙体験ハウスにて煙中体験あり
担当　　　　　　　　　　　　　消防本部予防課�０４６（２５６）２２１１内線２３３～４

消火器の�消火器の�
取り扱い訓練�

　座間市の芸術・文化活動の祭典である「平成１３年度市民芸術祭」が、市民文
化会館を中心に開催されます（下表参照）。皆さんも、この機会にご家族やお
友達と誘い合って、芸術と文化の秋を満喫してみてはいかがですか。
担当　　　　　　　　　　　　　  生涯学習課�０４６（２５２）８４７６ �０４６（２５２）４３１１

開催時間開 催 日場　　所部　　門

午前９時～午後５時
（最終日は午後２時まで）

１０月３１日（水）～
１１月５日（月）

市庁舎入口菊 花 展

午前９時～午後５時
（最終日は午後４時まで）

１１月２日（金）～
１１月３日（土）

市民文化会館
２階中会議室

文 芸 展
（俳句・川柳・短歌）

２階大会議室写 真 展

１階小ホール

華 道 展

文 化 財 展

さ つ き 盆 栽 展

お も と 展

絵 画 展

１階ギャラリー書 道 展

※開催時間などは、変更になる場合があります。また、参加費の必要な催しも
ありますので、当日確認の上ご参加ください。

開催時間開 催 日場　　所部　　門

午前１０時～午後３時
１１月３日（土）

市民文化会館
２階和室（大・小）

茶 会

午後０時４５分～１階大ホール市民音楽祭　合唱の部

午後１時１５分～
１１月１０日（土）

１階大ホール市民音楽祭　演奏の部

午前１０時～午後４時２階和室（大・小）謡 曲 発 表 会

午後０時３０分～４時
１１月１１日（日）

１階小ホール入谷歌舞伎・人形浄瑠璃発表

午前９時３０分～午後６時１階大ホール民 謡 発 表 会

午前９時３０分～午後４時３０分１１月１８日（日）１階小ホール吟 道 大 会

開催時間開催日場　所部　門

午前９時３０分～午後５時１１月１１日（日）市公民館２階将 棋 大 会

午前９時４０分～午後３時４０分
（先着７０人）

１１月１８日（日）市公民館２階囲 碁 大 会

■展示部門■

■催し物部門■

■競技部門■

スカイアリーナ座間スポーツ教室　第3期�

平成13年度市民芸術祭�平成13年度市民芸術祭�



担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�
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◆内科・小児科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、
　　　　　　午後２時～４時４５分、
　　　　　　午後７時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター（市民健康センター）
　　　　　　�０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター（市民健康センター）　　
　　　　　　�０４６（２５２）８２１７

電　話所在地医療機関名診療月日

�０４６（２５６）１１７７入谷５丁目井上外科整形外科１０月２１日外
科 �０４６（２５４）３２２１相武台１丁目相武台外科胃腸科医院１０月２８日

�０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科１０月２１日婦
人
科 �０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院１０月２８日

診療時間　（平日）午後７時～１０時、午後１０時以降
　　　　　（休日）午後１０時以降
診療場所　消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９
　　　　　へお問い合せください。

問い合わせ先
消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）・�０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　�０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。　

●休日診療

●夜間診療
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▽とき＝１１月８日（木）午前９時
３０分～９時４５分受け付け▽ところ
＝市民健康センター▽内容＝むし
歯予防について▽対象＝１歳～１
歳１カ月児（第１子に限る）▽持
ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ▽
申込方法＝電話予約

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけについての
相談▽持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

と　き対　象
１０月１８日（木）３～５月生まれ

１１月２日（金）１０月３１日（水）７月生まれ
１０月１７日（水）１０月１５日（月）８月生まれ
１０月２２日（月）１０月１９日（金）９月生まれ
１０月２４日（水）１０月２３日（火）１０月生まれ
１０月２６日（金）１０月２５日（木）１１月生まれ

１１月１日（木）９～１１月生まれ
１０月３０日（火）１０月２９日（月）１２月生まれ

　　　　　は、１日～１５日生まれ
　　　　　は、１６日～末日生まれ
　　　　　は、生まれた日を問いません
▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～７歳６カ
月未満（できるだけ１８カ月までに完了）※スムーズに接
種できるよう指示された日を守ってください。
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▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談
▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝１１月２日（金）午前９時～正午▽ところ＝市民
健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心配に
ついて、理学療法士が相談に応じます▽対象＝生後４カ
月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約
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▽とき＝１１月１３日（火）午前１０
時～１０時４５分、１０時４５分～１１時
３０分▽ところ＝市役所１階市民
健康課▽内容＝健康全般につい
て、栄養士・保健婦が相談に応
じます▽持ち物＝健康手帳（お
持ちでない方には、当日発行し
ます）▽申込方法＝電話予約

ところ受付時間と　き

市民健康センター
午前９時３０分～１０時３０分

１０月２２日（月）

ひばりが丘・小松原児童館
１０月２３日（火）

市公民館午後１時３０分～２時３０分
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○講　師　医師、保健婦、栄養士、健康運動指導士
○対　象　４０歳以上で、糖尿病が気になる方やそ
　　　　　の家族
○定　員　３０人（先着順）
○費　用　無料（調理実習は材料代として２００円）
○持ち物　筆記用具、電卓、健康手帳（お持ちで
　　　　　ない方には、当日発行します）
○申込方法　１１月２１日（水）までに電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　　　　　　市民健康課

�０４６（２５２）７２２５��０４６（２５２）７０４３

◆耳鼻咽喉科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時
　診療場所　相模原南メヂカルセンター（相模原市相模大野）
　　　　　　�０４２(７５６)９０００
◆外科・婦人科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

ところ受付時間と　き

市民健康センター午前９時３０分～１０時３０分１０月１９日（金）

献血へのご協力ありがとうございます
　　９月７日、日産自動車（株）座間事業所で、１０７人の
　方にご協力いただきました。献血へのご協力ありが
　とうございました。

福祉ミニバスの平日運行が�
はじまりました�

福祉ミニバスの平日運行が�
はじまりました�

9 月 29日から�

　高齢者や障害者の交通手段として、
市内各公共施設と総合福祉センターを
結ぶ「福祉ミニバス」。１０月２９日（月）
から、この福祉ミニバスの平日運行を
実施しています。運行する車両は、車
いすリフト付き１８人乗りで、料金は無
料です。
　なお、土曜・日曜日に運行している
車いすリフト付き８人乗りの福祉ミニ
バスも、運行を継続します。
　今後も、福祉ミニバスをどうぞご利
用ください。
担当　　　　　　　市社会福祉協議会

�０４６（２６６）１２９４ �０４６（２６６）２００９

６６６６６６６６６６５５５５５５５５５５歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳以以以以以以以以以以上上上上上上上上上上のののののののののの方方方方方方方方方方６５歳以上の方（（（（（（（（（（第第第第第第第第第第（第１１１１１１１１１１１号号号号号号号号号号被被被被被被被被被被保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険者者者者者者者者者者））））））））））号被保険者）もももももももももも全全全全全全全全全全額額額額額額額額額額徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴収収収収収収収収収収ににににににににににも全額徴収に

　これまで国の特別対策によって、６５歳以上の方の保険料が
減額されていましたが、今年１０月から本来の保険料額を納め
ていただくことになります。
　なお、市では、次のすべての要件に該当する方を対象に、
保険料の一部を減免します。減免を受ける方は、担当で手続
きをしてください。
○減免の要件
　・保険料の所得段階が「第１段階」（生活保護受給者を除
　　く）または「第２段階」であること
　・前年度以前の保険料の滞納がないこと
　・前年中の世帯員の収入合計が生活保護基準以下であるこ
　　と
　・市民税が課税されている方と生計を共にしていないこと
　・市民税が課税されている方に扶養されていないこと
　・世帯員の預貯金合計額が、生活保護基準で算定した金額
　　の２割以内であること
　・世帯員が居住用以外の土地または家屋を所有いていない
　　こと
○減免の内容
　・第１段階の方　保険料の９０パーセント
　・第２段階の方　保険料の５０パーセント

　災害など特別な事情がなく、介護保険料の滞納が続く場合
には、次のような給付制限を受けることになりますのでご注
意ください。
○１年間滞納した場合
　サービスの利用料が、一時的に全額負担になります。
○１年６カ月滞納した場合
　一時的に給付が差し止められます。さらに滞納が続く場合
　には、差し止められた給付額から滞納分を控除することが
　あります。
○滞納していた方が新たにサービスを利用する場合
　未納期間に応じて、利用者負担が３割に引き上げられたり、
　高額介護サービス費が受けられなくなります。
担当　　　　　高齢対策課�０４６（２５２）７７１９ �０４６（２５６）３６００

発着予定時刻
施　設　名コース

午後午前
１：００９：００総合福祉センター

１

１：１０９：１０ひばりが丘老人憩いの家（入口）
１：１５９：１５ひがりが丘小学校（プール側入口）
１：２０９：２０東原コミュニティセンター（駐車場）
１：２５９：２５栗原児童館（駐車場）
１：３０９：３０総合福祉センター

２：００１０：００総合福祉センター

２

２：０８１０：０８鳩川児童館（入口）
２：１０１０：１０西中学校（正門前）
２：１５１０：１５新田宿・四ッ谷コミュニティセンター（駐車場）
２：２０１０：２０市公民館（玄関前）
２：２８１０：２８立野台老人憩いの家（玄関前）
２：３５１０：３５総合福祉センター

３：００１１：００総合福祉センター

３
３：０７１１：０７相武台コミュニティセンター（玄関前）
３：２０１１：２０北地区文化センター（駐車場入口）
３：２５１１：２５生きがいセンター（駐車場）
３：４０１１：４０総合福祉センター

介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料はははははははははは納納納納納納納納納納期期期期期期期期期期ままままままままままででででででででででにににににににににに納納納納納納納納納納めめめめめめめめめめままままままままままししししししししししょょょょょょょょょょうううううううううう介護保険料は納期までに納めましょう

内　容ところと　き

糖尿病と日常生活

市民健康
センター

午後１時３０分～４時

１１月２２日（木）

糖尿病の正しい知識１１月２７日（火）

糖尿病と運動１１月３０日（金）

糖尿病の食事作り午前１０時～午後２時１２月４日（火）

その後いかがですか午後１時３０分～４時２月６日（水）

糖尿病教室�
～糖尿病でお悩みの方に�

糖尿病教室�
～糖尿病でお悩みの方に�
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皆
さ
ん
は
、
だ
れ
に
で
も
あ
い
さ
つ

が
で
き
ま
す
か
。
あ
ま
り
親
し
く
な
い

人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
は
、
勇
気
の

い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
中
の

人
が
、
出
会
っ
た
だ
れ
に
で
も
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
る
様
子
を
想
像
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
と
て
も
す
て
き
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

で
も
現
実
は
、
忙
し
く
て
あ
い
さ
つ

を
す
る
ゆ
と
り
の
な
い
人
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
学
校
で
は
、「
お
あ
し
す
さ
」

の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
、
呼
び
掛
け
る

ポ
ス
タ
ー
を
張
っ
て
い
ま
す
。「
み
ん
な

が
、
あ
い
さ
つ
を
か
わ
せ
る
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
、市
が
何
か
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
人
が
触
れ
合
い
、
生

活
し
て
い
く
基
本
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
と
て
も
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
り
、
マ
ナ
ー
で
も

あ
り
ま
す
。
市
役
所
で
も
、
あ
い
さ
つ

を
心
掛
け
、
「
公
正
に
」
「
親
切
に
」

「
心
を
通
わ
せ
て
」
市
民
の
皆
さ
ん
と

接
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

お
あ
し
す
さ
運
動
を
地
道
に
広
げ
て
、

明
る
く
和
や
か
な
学
校
・
社
会
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

校
舎
に
ピ
ン
ク
色
の
ス
プ
レ
ー
で
落

書
き
が
し
て
あ
り
、
そ
れ
を
見
て
い
や

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
落
書
き
は
、
用
務
員
さ
ん
が
消

し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
心
の
傷
は
消
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ど
ん
な
気
持
ち
で
落
書
き
を
し
て
い

る
の
か
、
ど
う
し
て
み
ん
な
が
い
や
が

る
こ
と
を
す
る
の
か
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
を
い
や
な
気
持
ち
に
さ
せ
る

よ
う
な
落
書
き
の
な
い
座
間
市
に
す
る

た
め
に
、
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

残
念
な
が
ら
、落
書
き
に
限
ら
ず
、自

分
さ
え
満
足
す
れ
ば
他
人
の
気
持
ち
は

ど
う
で
も
良
い
、
こ
う
い
っ
た
考
え
方

で
行
動
し
て
い
る
人
が
一
部
に
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
い
を
法
律
で
罰
す
る
と

い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
当
の
問
題
は
心
の
中
に
あ
っ
て
、

心
の
貧
し
さ
が
自
分
勝
手
な
振
る
舞
い

を
さ
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
の
呼
び
掛
け

が
、み
ん
な
の
心
の
中
に
浸
透
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
問
題
は
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
大
阪
で
起
き
た
池
田
小
の
事

件
に
つ
い
て
、
池
田
小
で
は
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
た
り
警
備
員
を
つ
け
た
り

と
、
色
々
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
相
模
中
で
も
、
部
外
者
は
一
度

職
員
室
に
寄
っ
て
許
可
を
得
な
け
れ
ば
、

校
内
で
は
行
動
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
十
分
な
の
で

し
ょ
う
か
。
犯
罪
を
犯
そ
う
と
す
る
人

が
職
員
室
に
立
ち
寄
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
る
前
に
、

座
間
市
で
は
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
く
の
か
、
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

も
ら
う
「
こ
ど
も
一
一
○
番
の
家
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

事
件
後
の
対
策
の
一
つ
目
は「
パ
ト
ロ 

ー
ル
の
強
化
」で
、不
振
人
物
に
対
す
る

学
校
の
内
外
の
見
回
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

二
つ
目
に
は
、
万
が
一
事
件
が
起
き

た
場
合
の
連
絡
用
と
し
て
、
小
学
校
の

先
生
に
は
笛
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
ま
し
た
。　

　

三
つ
目
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
広

報
車
で
呼
び
掛
け
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

四
つ
目
に
は
、
学
校
の
門
の
出
入
り

口
を
調
査
し
、
門
の
扉
が
無
い
所
は
、

応
急
的
に
鎖
な
ど
で
さ
く
を
し
、
不
審

者
が
入
り
に
く
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
に
用
事
の
あ
る
者
以
外
の

進
入
を
防
ぐ
た
め
の
看
板
を
立
て
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
既
に
四
つ
の
対
策
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
皆

さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
、
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
春
に
、
市
内
の
各
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
に
よ
る
「
合
同
演
奏
会
」
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、「
春

　

部
活
動
は
、
仲
間
と
の
交
流
を
通
し

協
力
す
る
心
や
思
い
や
る
心
を
育
て
る

な
ど
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
も
中
学

生
の
時
に
は
、
練
習
の
成
果
を
大
勢
の

人
に
見
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
の
は

大
変
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
は
、

ポ
ス
タ
ー
や
案
内
状
を
作
り
公
民
館
な

ど
に
掲
示
し
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
指
導
者
の
増
員
に
つ
い
て
で

す
が
、
現
在
市
で
は
、
専
門
的
技
術
を

持
つ
指
導
協
力
者
を
各
中
学
校
に
派
遣

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ

う
工
夫
を
し
て
、
指
導
者
を
派
遣
で
き

る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

の
演
奏
会
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど

の
学
校
で
も
、
多
く
の
人
に
す
ば
ら
し

い
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
お
う
と
練
習
し

て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
聴
い

て
も
ら
え
る
よ
う
、
協
力
し
て
も
ら
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
南
中
吹
奏

楽
部
に
は
補
助
指
導
者
に
来
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
指
導
者
数
、
指
導
回

数
が
足
り
ま
せ
ん
。
指
導
者
の
人
数
を

増
や
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

環
境
問
題
に
つ
い
て

学
校
の
安
全
に
つ
い
て

　

座
間
小
で
は
、
「
座
間
小
の
環
境
」

を
一
年
間
の
テ
ー
マ
に
、
学
校
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
通
学
路
に
は
、「
花
い 

っ
ぱ
い
運
動
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ
ン
タ 

ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
き

れ
い
で
い
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
市
内

に
は
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
家
電
製
品

や
、
そ
の
他
の
ご
み
が
山
の
よ
う
に
な 

っ
て
い
る
場
所
も
多
く
見
掛
け
ら
れ
ま

す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
先
ご
み
の
処

理
が
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

市
で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

教
育
総
務
部
長

市
長

　

「
座
間
小
の
環
境
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、朝
会
ご
と
に
全
児
童
の
皆
さ
ん
が
、

校
庭
の
ご
み
拾
い
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
は
大
変
あ
り
が
た
く
、
す
ば
ら
し
い

こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
一
部
の
心
無
い
人
た
ち
に

よ
る
ご
み
の
不
法
投
棄
問
題
が
あ
る
の

も
事
実
で
す
。
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市
で
は
、
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板
を

立
て
る
ほ
か
、
不
法
投
棄
が
主
に
夜
間

に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
二
年

度
か
ら
は
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
不
法
投
棄
は
な
く
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
み
問
題
は
重
要
な

課
題
と
し
て
一
日
も
早
く
解
消
で
き
る

よ
う
に
、
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ご
み
と
環
境
問
題

に
つ
い
て

　

こ
の
前
、
桜
並
木
の
清
掃
を
し
ま
し

た
。
い
つ
も
、
気
に
し
な
い
で
歩
い
て

い
ま
す
が
、
ご
み
が
非
常
に
多
く
汚
い

で
す
。
春
に
は
美
し
い
花
が
満
開
と
な 

っ
て
、
花
見
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
夏
に
は
青
々
と
し
た
葉
が
木
陰

を
つ
く
り
、
暑
さ
か
ら
僕
た
ち
を
守
っ 

て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
、ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
は
、

木
は
枯
れ
、
水
は
濁
り
、
生
き
物
も
消

え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
み

を
平
気
で
捨
て
る
よ
う
な
未
来
に
は
し

た
く
な
い
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
の
落
書
き

に
つ
い
て

教
育
長

あ
い
さ
つ
に
つ
い
て

教
育
長

部
活
動
に
つ
い
て

教
育
長

市
長

　

昭
和
四
十
年
代
に
は
、
ま
だ
下
水
道

管
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

主
に
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
洗
剤
な
ど
の

雑
排
水
が
、
川
を
汚
す
大
き
な
原
因
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
か
ら
、
水
草
が
生
え
、
カ
ル
ガ
モ
が

住
み
着
く
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
み
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
分
別
収
集
を
お
願
い
し
て
、

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
活
動
と

し
て
、
美
化
デ
ー
や
相
模
川
の
ク
リ
ー

ン
推
進
運
動
な
ど
に
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ご
み
問
題
に
つ
い
て

　

四
月
か
ら
ご
み
の
分
別
方
法
が
変
わ

り
ま
し
た
。
わ
た
し
の
家
で
は
ご
み
箱

を
増
や
し
て
分
け
て
い
ま
す
が
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
た
ま
っ
て
困
っ
て
い
ま
す
。

　

海
老
名
市
の
親
戚
に
話
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
同
じ
処
理
場
に
捨
て
て
い
る
の

に
、
座
間
市
よ
り
大
ま
か
な
分
別
で
出

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
座
間
市
の
わ
た

し
た
ち
は
、
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
値

札
や
レ
シ
ー
ト
な
ど
細
か
く
分
別
し
て

い
る
の
に
、
海
老
名
市
が
分
別
し
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。　

　

同
じ
処
理
場
を
使
用
す
る
な
ら
ば
、

一
斉
に
働
き
掛
け
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。市

長

　

生
ご
み
は
、
高
座
清
掃
施
設
組
合
で

処
理
し
て
い
ま
す
が
、資
源
化
や
再
利
用

の
た
め
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
分
別
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

海
老
名
市
で
は
分
別
収
集
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
現
在
、
分

別
収
集
の
準
備
を
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集
に
関

し
て
は
、現
在
月
二
回
の
収
集
で
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
使
用
済
み
の
ト

レ
ー
な
ど
は
、
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
あ

る
回
収
箱
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど

の
、
協
力
も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て

　

旭
小
の
六
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習

の
授
業
で
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
会
活
動
の
一
つ

と
し
て
環
境
委
員
会
が
あ
り
、
給
食
で

飲
ん
だ
牛
乳
な
ど
の
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
去
年
は
、
ケ
ナ
フ
の
栽
培
に

取
り
組
み
、
森
林
資
源
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
出
さ
な
い
よ

う
に
心
掛
け
て
い
く
こ
と
の
ほ
か
に
、

ご
み
を
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

積
極
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

空
き
缶
の
積
極
的
な
回
収
方
法
と
し

て
「
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
市
長

さ
ん
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

市
長

　

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を
図
る
デ

ポ
ジ
ッ
ト
制
の
導
入
は
、
大
変
効
果
的

だ
と
考
え
ま
す
。
た
だ
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト

制
は
、
座
間
市
だ
け
で
の
実
施
は
非
常

に
困
難
で
す
。

　

市
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
も
国
に
制

度
化
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
ほ
か
の
市
と
力
を
合
わ
せ
、

国
へ
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

座
間
市
の
水
と
環
境
保
全

に
つ
い
て

　

わ
た
し
た
ち
座
間
中
学
校
の
一
年
生

は
、
二
学
期
か
ら
「
座
間
市
発
見
」
お

よ
び
「
神
奈
川
発
見
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
総
合
学
習
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
「
座
間
の
水
」
を

出
発
点
と
し
て
相
模
川
、
そ
し
て
宮
ヶ

瀬
ダ
ム
へ
と
発
展
す
る
「
調
べ
学
習
」

を
行
い
ま
す
。

　

座
間
に
は
わ
き
水
が
多
く
、
昔
か
ら

人
々
に
利
用
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
の
座
間
市
の
水
質
状

況
と
生
活
排
水
の
浄
化
方
法
や
対
策
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
う
苦
労
話
な
ど
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
が
誇
り
に
思
え

る
「
座
間
の
水
」
を
い
つ
ま
で
も
絶
や

さ
な
い
た
め
に
、
市
民
が
今
後
、
協
力

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。水

道
部
長

　

市
の
水
道
は
、地
下
水
が
約
八
五
％
、

県
営
水
道
か
ら
の
水
が
一
五
％
と
、
大

部
分
が
地
下
水
で
賄
わ
れ
て
い
て
、
四

十
八
項
目
に
及
ぶ
水
質
検
査
を
し
て
皆

さ
ん
の
家
庭
に
届
き
ま
す
。

　

ま
た
、
川
に
汚
れ
た
水
を
流
さ
な
い

よ
う
に
、
各
家
庭
な
ど
の
排
水
を
公
共

下
水
道
管
を
通
し
て
、
最
終
的
に
茅
ケ

崎
市
に
あ
る
下
水
処
理
場
で
き
れ
い
な

水
に
し
て
か
ら
、
川
や
海
に
流
し
て
い

ま
す
。

　

下
水
道
を
整
備
す
る
に
は
、
た
く
さ

ん
の
お
金
と
長
い
年
月
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
一
軒
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

自
然
と
環
境
に
つ
い
て

　

わ
た
し
は
毎
日
、
目
久
尻
川
を
渡
っ

て
通
学
し
て
い
ま
す
。
川
に
は
カ
モ
な

ど
の
鳥
が
休
ん
で
い
ま
す
が
、
ガ
ラ
ス

の
破
片
が
落
ち
て
い
た
り
、
洗
剤
の
泡

が
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。座

間
の
水
は
お
い
し
い
と
い
い
ま
す
が
、川

の
水
は
汚
れ
て
い
て
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

栗
原
中
で
も
、
目
久
尻
川
の
ご
み
マ 

ッ
プ
を
作
っ
た
学
年
や
、
自
治
会
の
美

化
デ
ー
に
継
続
し
て
参
加
し
て
い
る
人

た
ち
が
い
ま
す
。

　

市
全
体
で
取
り
組
め
る
方
法
、
座
間

市
で
取
り
組
ん
で
い
る
運
動
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
民
環
境
部
長

　

目
久
尻
川
流
域
で
は
、工
場
排
水
や
生

活
排
水
を
直
接
川
に
流
さ
ず
に
、い
っ
た

ん
集
め
て
処
理
し
て
か
ら
川
や
海
へ
流

す「
公
共
下
水
道
」事
業
を
進
め
て
い
て
、

以
前
に
比
べ
排
水
に
よ
る
汚
れ
は
減
っ

て
お
り
、下
水
道
整
備
が
進
め
ば
、根
本

的
な
解
決
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
分
解
性
の
高
い
石
け
ん
の
使

用
や
適
正
な
量
の
洗
剤
の
使
用
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
を
し
た
り
、
目
久
尻
川
の
河
川
パ

ト
ロ
ー
ル
や
、
河
川
美
化
運
動
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
協

力
で
き
る
も
の
に
は
、
目
久
尻
川
の
上

流
か
ら
下
流
ま
で
観
察
し
て
歩
く
、「
リ

バ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

緑
地
保
全
・
緑
化

に
つ
い
て

　

最
近
、
花
い
っ
ぱ
い
の
プ
ラ
ン
タ
ー

が
あ
ち
こ
ち
に
置
か
れ
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
の
家
の

辺
り
は
、
林
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
三
分
の
一
ぐ
ら
い
が
切
り
倒
さ
れ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
。

　

〝
地
主
さ
ん
緑
を
あ
り
が
と
う
〞
と

い
う
看
板
を
所
々
で
見
掛
け
ま
す
が
、

木
や
草
花
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
る
よ

う
な
所
が
で
き
た
ら
、
わ
た
し
た
ち
も

世
話
を
し
た
い
の
で
、
今
、
森
林
が
あ

る
所
を
保
存
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、

そ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

市
長

　

市
と
し
て
は
、
地
主
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
緑
地
保
全
地
区
や
樹
木
保
全

地
区
な
ど
を
指
定
し
、
大
切
な
緑
を
守

り
育
て
、
生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
座
間
市
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
努
力

し
て
い
ま
す
。ま
た
、芹
沢
公
園
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
を
借
り
て
下
草
刈

り
や
枝
打
ち
な
ど
の
手
入
れ
を
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
広
報
ざ
ま
な
ど
で

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
模
が
丘
の
公
園

に
つ
い
て

　

わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
相
模
が
丘
に

は
公
園
が
五
つ
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ー
ル

遊
び
を
し
た
り
一
輪
車
に
乗
っ
た
り
し

て
、
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
な
、
広
く
て

自
然
の
た
く
さ
ん
あ
る
公
園
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

わ
た
し
は
、相
模
が
丘
に
も
小
さ
な
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く
の
人

に
愛
さ
れ
る
大
き
な
公
園
が
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。都

市
部
長

　

一
番
人
口
の
多
く
、
人
口
密
度
が
高

い
相
模
が
丘
地
区
に
、
芹
沢
公
園
や
谷

戸
山
公
園
の
よ
う
な
大
き
な
公
園
を
つ

く
る
の
は
、
非
常
に
難
し
い
で
す
が
、

地
域
の
特
色
に
あ
っ
た
公
園
づ
く
り
、

街
づ
く
り
を
し
て
、
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
安
全
で
住
み
や
す

く
、
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
行
事

に
つ
い
て

　

今
、
市
内
で
ス
ポ
ー
ツ
の
部
活
動
や

少
年
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
市
内
に
ス
ポ 

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
競
技
場
が
な
い
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
が
理
解
で
き
ず
に
、

や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
が
芽
生
え
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
少
な

い
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
見

所
の
あ
る
座
間
市
を
つ
く
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

生
涯
学
習
部
長

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
市
民
体
育

館
や
野
球
場
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
利
用
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
体
力
づ

く
り
や
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
進
め
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
施
設
の
多
さ

よ
り
も
、「
や
ろ
う
」と
い
う
気
持
ち
や

姿
勢
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
誰
も
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ 

ョ
ン
を
年
間
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
に
つ
い
て

　

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
体
の
不

自
由
な
方
や
お
年
寄
り
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　

こ
の
方
た
ち
が
利
用
す
る
点
字
ブ
ロ 

ッ
ク
の
上
に
、
自
転
車
な
ど
が
置
い
て

あ
る
と
こ
ろ
を
よ
く
見
掛
け
ま
す
。
目

の
見
え
な
い
方
が
困
ら
な
い
た
め
に
、

自
転
車
が
止
め
ら
れ
な
い
よ
う
、
看
板

な
ど
を
立
て
る
な
ど
対
策
を
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
座
間
市
は
段
差
や
坂
な
ど
が

多
い
の
で
、
車
い
す
の
方
や
お
年
寄
り

も
大
変
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。車
い

す
の
方
や
お
年
寄
り
の
た
め
に
、段
差
や

市
長

　

市
で
は
、
昭
和
六
十
年
に
自
転
車
の

放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
を
つ
く
り
、

駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
の
禁
止
区
域
を

指
定
し
ま
し
た
。
立
て
看
板
や
警
告
文

な
ど
で
呼
び
掛
け
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
で
放
置
し
て
あ
る
自
転
車
は
、
定
期

的
に
撤
去
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
道
路
な
ど
の
段
差
や
坂
に
つ

い
て
で
す
が
、
市
で
は
交
通
安
全
総
点

検
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
内
を

六
地
区
に
分
け
、
障
害
者
の
皆
さ
ん
の

ほ
か
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
会
、
小
・
中
学

校
の
先
生
、
警
察
な
ど
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
道
路
を
歩
き
な
が
ら
、
危
険
な
場

所
を
見
つ
け
て
改
善
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　

車
い
す
の
人
た
ち
に
は
、
十
セ
ン
チ

の
段
差
も
大
き
な
壁
に
な
り
ま
す
。
健

常
者
に
は
分
か
ら
な
い
つ
ら
さ
や
苦
し

み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
段
差
が
あ
る

と
遠
回
り
を
し
て
、
段
差
の
少
な
い
所

を
探
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
段
差

よ
り
大
変
な
の
が
階
段
で
す
。
海
老
名

駅
で
は
、
は
し
ご
の
よ
う
な
物
に
車
い

す
を
乗
せ
、
手
動
で
階
段
の
上
り
下
り

を
し
ま
す
。
相
武
台
前
駅
に
は
エ
レ
ベ 

ー
タ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
福
祉
の
た
め
の
施
設
が

で
き
れ
ば
、
車
い
す
の
人
の
つ
ら
さ
や

苦
し
み
を
少
な
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

市
長

　

市
で
は
、
今
年
の
三
月
に
「
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
い
う
、
こ
れ
か
ら

二
十
年
先
の
街
づ
く
り
を
決
め
る
計
画

書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
書
の
中
で
、
駅
の
周
り
や

道
路
の
歩
道
の
段
差
を
少
な
く
し
て
、

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
、
だ
れ
に
で
も
や
さ
し

い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
、
座
間
駅
に
も
作
る
た
め
に
、

国
や
県
や
小
田
急
電
鉄
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。福

祉
に
つ
い
て

　

テ
レ
ビ
で
、
八
割
の
市
町
村
で
は
充

実
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由

な
人
が
社
会
で
生
活
し
て
い
く
の
は
、

と
て
も
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

座
間
市
で
も
、も
っ
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
け
で
な
く
、

わ
た
し
た
ち
周
囲
の
人
が
、
常
に
お
年

寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
こ
と

を
気
遣
っ
て
い
け
ば
、
も
っ
と
過
ご
し

や
す
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

座
間
市
で
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自

由
な
人
た
ち
に
対
す
る
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
い
く
た
め
に
、
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
。

保
健
福
祉
部
長

　

市
で
は
、
体
の
不
自
由
な
人
が
外
出

し
た
り
行
事
に
参
加
し
た
り
す
る
場
合

に
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
・
手
話
通
訳
の

派
遣
や
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。こ
れ
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
活
動
が
非
常
に
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ 

っ
て
、
福
祉
が
支
え
ら
れ
て
い
る
と
言 

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
公
共
の
建
物
を
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
、
段
差
の
解
消
、
手
す
り

の
設
置
、
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

入
谷
小
学
校
の
米
づ
く
り

に
つ
い
て

　

入
谷
小
の
周
り
に
は
、
ま
だ
多
く
の

田
ん
ぼ
が
残
さ
れ
て
い
て
、「
も
ち
米
作

り
の
体
験
学
習
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
四
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
社

会
福
祉
協
議
会
や
保
護
者
の
方
た
ち
に

協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
全
校
生
徒
が
取

り
組
み
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
協
力
に
感
謝
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
入
谷
小
の
特
色

で
あ
る
「
も
ち
米
作
り
の
体
験
学
習
」

を
残
し
て
い
け
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

　

わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
必
ず

経
験
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
や
、大
切
に

残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
化
な
ど
が
、

失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
入
谷
小
で
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
稲
作
り
を
体
験
で
き
る
こ

と
は
、
貴
重
だ
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
地
主
さ
ん

の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
こ
う

し
た
体
験
学
習
が
今
後
も
継
続
で
き
る

よ
う
に
、
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
い

ま
す
。

福
祉
体
験
に
つ
い
て

　

東
中
は
、
昨
年
ま
で
道
徳
的
実
践
活

動
の
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ
れ
て
い
た
の

で
、
い
く
つ
か
の
福
祉
講
演
会
や
福
祉

体
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。わ
た
し
は
、

講
演
会
を
通
じ
て
障
害
を
身
近
に
感
じ
、

福
祉
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
ら
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

福
祉
を
し
っ
か
り
と
考
え
る
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
福
祉
講
演
会
や
福
祉
体
験

は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

各
校
で
の
福
祉
体
験
を
も
っ
と
活
発
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長

　

机
の
上
で
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

実
際
に
体
験
を
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

感
動
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
実
体
験
を
た
く
さ
ん
し
て

い
た
だ
い
て
、
福
祉
の
心
、
思
い
や
り

の
心
、
豊
か
な
心
を
持
っ
た
人
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
強
く
願
い
ま
す
。

　

福
祉
講
演
会
に
つ
い
て
は
、市
で
主
催

す
る
も
の
が
年
に
二
・
三
回
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
体
験
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
が
実
施
す
る
職
場
実
習
や
職
場
体
験

実
習
な
ど
、
社
会
福
祉
施
設
を
使
っ
た

実
習
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
も
あ
り
ま

す
の
で
、来
年
の
夏
休
み
な
ど
、ぜ
ひ
、

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

わ
た
し
は
今
、
災
害
に
対
応
す
る
市

の
設
備
に
つ
い
て
心
配
に
思
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
地
震
へ
の
対
応
が
心
配
で

す
。
も
し
、
阪
神
大
震
災
の
よ
う
な
大

地
震
が
起
き
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
飲
み
水
、
食
料
、
寝
る
場
所
な

ど
は
足
り
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
わ

た
し
た
ち
の
家
で
も
防
災
グ
ッ
ズ
を
用

意
し
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
地
震
に
は

対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
。
大
地
震
が
起
こ

る
前
に
、
市
の
設
備
を
も
っ
と
充
実
し

総
務
部
長

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
一
番
必
要

な
こ
と
は
、
隣
近
所
で
助
け
合
い
、
自

分
た
ち
の
手
で
家
族
の
命
や
財
産
を
守

る
こ
と
で
す
。

　

災
害
に
備
え
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
、

二
・
三
日
分
の
食
料
や
飲
み
水
な
ど
を

準
備
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
災
害
に
備
え
、
市
内
の
中
学

校
の
校
庭
の
地
下
に
貯
水
槽
を
埋
め
、

飲
み
水
を
蓄
え
て
い
ま
す
。
一
人
が
一

日
三
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
必
要
と
し
て
、

市
の
人
口
約
十
二
万
五
千
人
に
、
五
十

五
日
分
の
飲
み
水
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

食
料
に
つ
い
て
は
、
お
湯
を
注
ぐ
だ

け
で
食
べ
ら
れ
る
、
お
か
ず
が
含
ま
れ

た
五
目
御
飯
な
ど
六
万
八
千
食
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
衣
料
品
や
ミ
ル
ク

な
ど
を
用
意
し
て
い
た
り
、
秋
田
県
中

仙
町
と
食
料
や
飲
み
水
、
生
活
に
必
要

な
品
物
を
提
供
し
合
う
約
束
も
結
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
校
舎
の
耐
震

補
強
工
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

安
全
と
健
康
に
つ
い
て

　

わ
た
し
が
学
校
へ
行
く
時
、
横
断
歩

道
の
横
な
ど
に
何
台
も
の
ト
ラ
ッ
ク
が

止
ま
っ
て
い
て
、
怖
い
思
い
を
し
て
い

ま
す
。
信
号
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
な
ん
の
た
め
の

横
断
歩
道
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
校
庭
の
フ
ェ
ン
ス
の
横
に
た

く
さ
ん
の
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
夏
は
車
内
に

冷
房
を
か
け
て
い
る
せ
い
か
、
エ
ン
ジ

ン
を
か
け
た
ま
ま
で
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
体
な
ど
に
悪

い
影
響
が
あ
る
も
の
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

　

学
校
の
行
き
帰
り
、
そ
し
て
授
業
中

な
ど
も
本
当
の
意
味
で
安
全
で
健
康
的

な
時
間
を
送
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市
長

　

横
断
歩
道
の
そ
ば
に
車
を
止
め
る
こ

と
は
、
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
で

す
の
で
、
必
ず
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

駐
車
違
反
な
ど
の
規
制
は
、
警
察
の
担

当
に
な
り
ま
す
が
、
わ
た
し
も
よ
く
現

場
を
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
止

ま
っ
て
い
る
車
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

や
人
の
健
康
に
悪
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で
も
、
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
動
と
し
て
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
作
成
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び

掛
け
な
が
ら
、
環
境
浄
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

騒
音
問
題
に
つ
い
て

　

わ
た
し
た
ち
の
中
学
校
で
は
、
厚
木

基
地
か
ら
飛
び
立
つ
飛
行
機
が
校
舎
の

真
上
を
通
っ
て
い
く
の
で
、
騒
音
が
聞

こ
え
て
き
て
授
業
の
妨
げ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
夏
は
騒
音
を
避
け
る
た
め

に
窓
を
閉
め
る
と
、
風
通
し
が
悪
い
の

で
教
室
の
温
度
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

厚
木
基
地
の
飛
行
機
が
何
と
か
な
ら

な
い
な
ら
ば
、
せ
め
て
防
音
装
置
や
窓

を
閉
め
た
と
き
に
暑
さ
を
和
ら
げ
る
ク 

ー
ラ
ー
な
ど
を
、
取
り
付
け
る
事
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
画
部
長

　

厚
木
基
地
か
ら
の
飛
来
に
よ
る
飛
行

機
騒
音
は
、
周
辺
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
の
で
、

神
奈
川
県
や
基
地
周
辺
の
市
と
協
力
し
、

長
年
に
わ
た
っ
て
騒
音
の
解
消
に
つ
い

て
、
国
や
米
軍
に
要
望
を
繰
り
返
し
行 

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
騒
音
は
、
国
と
国

と
の
条
約
に
よ
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
、

最
終
的
に
は
国
の
責
任
で
解
決
し
て
い

た
だ
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
要

望
の
結
果
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
学
校
の

大
切
な
テ
ス
ト
な
ど
、
行
事
の
際
の
飛

行
訓
練
に
つ
い
て
は
、
一
部
が
別
の
場

所
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

平
和
に
つ
い
て

　

わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
平
和
学

習
に
つ
い
て
取
り
組
み
、
原
爆
に
つ
い

て
の
ビ
デ
オ
を
見
た
り
、戦
争
、平
和
に

つ
い
て
の
新
聞
を
作
成
し
た
り
し
て
、

平
和
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
島
で
の
修
学
旅
行
で
は
、
原

爆
ド
ー
ム
の
半
壊
し
た
姿
が
印
象
的
で
、

戦
争
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
そ
し
て
平

和
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
だ
け
が
取
り

組
ん
で
い
て
も
、
戦
争
が
な
く
な
り
、

平
和
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
全
体
、
世
界
全
体
と
い
う
広
い
範

囲
で
平
和
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
所
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

座
間
市
で
も
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て

何
か
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長

　

市
で
は
、昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
、

他
市
に
例
の
な
い
市
民
参
加
に
よ
る
座

間
市
原
水
爆
禁
止
協
議
会
を
発
足
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
八
月
を
、
原
水
爆
禁
止

運
動
月
間
と
し
て
、
原
水
爆
禁
止
の
Ｐ

Ｒ
、
市
民
映
画
会
や
原
爆
パ
ネ
ル
展
な

ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
内
外
の

各
駅
、大
型
店
で
の
街
頭
募
金
や
、自
治

会
や
事
業
所
で
も
募
金
運
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
平
和
活
動
や
今
日
ま
だ

原
爆
で
苦
し
ん
で
い
る
広
島
、
長
崎
の

方
々
に
お
見
舞
金
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
七
年
七
月
に
は
、
核
兵
器

廃
絶
平
和
宣
言
都
市
の
宣
言
や
、
公
共

施
設
な
ど
六
カ
所
に
平
和
を
願
っ
て
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
戦
争
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
、

真
の
平
和
を
引
き
続
き
求
め
る
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

国
際
交
流
に
つ
い
て

市
長

　

市
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
活
動
の

推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
生

活
の
中
に
交
流
の
輪
を
広
げ
、
相
互
理

解
の
推
進
と
国
際
親
善
の
促
進
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
と
し
て
の
国
際
的
な
感

覚
、
国
際
的
な
文
化
の
向
上
、
さ
ら
に

は
世
界
平
和
へ
と
、
交
流
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
国
際
交
流
事
業
は
、
市
民
組
織

で
あ
る
国
際
交
流
協
会
に
よ
っ
て
、
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
ス
マ
ー

ナ
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
か
ら
、
今

年
で
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
両
市
の
中
学
生
、
高
校
生

で
延
べ
七
十
人
の
方
々
が
、
交
流
を
通

し
て
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
文
化
、
日
常

生
活
の
体
験
交
流
を
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
皆
さ
ん
の
体
験
を
幅
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
を
持
つ
、
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古賀美悠議員
（東原小６年）

答�　
弁
　
弁�

答�　
弁
　
弁�

答�　
弁�

貴家由衣議員
（中原小６年）

原口耕平議員
（相模中３年）

福田浩平議員
（南中２年）

大宮越子議員
（座間小６年）

伊藤顕議員
（ひばりが丘小６年）

松平綾佳議員
（座間中１年）

川島育子議員
（旭小６年）

長谷川絢議員
（栗原中３年）

新井龍一議員
（栗原中３年）

下山つぼみ議員
（相模が丘小６年）

高木武蔵議員
（相模野小６年）

青木梨沙子議員
（栗原小６年）

木口貴史議員
（相武台東小６年）

伊藤隼議員
（西中３年）

桐生翔太議員
（入谷小６年）

小俣摩芳議員
（東中２年）

三橋健太議員
（立野台小６年）

吉田幸代議員
（東中３年）

谷口和哉議員
（南中３年）

鈴木淳也議員
（西中３年）

畠山由衣議員
（相模中３年）
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す
。

　

ま
た
、
学
校
へ
の
騒
音
防
止
や
窓
を

閉
め
た
際
の
室
内
の
温
度
対
策
に
つ
い

て
は
、
国
の
援
助
を
受
け
て
順
次
工
事

し
て
い
ま
す
が
、
工
事
さ
れ
て
い
な
い

学
校
が
数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期

に
工
事
が
完
成
す
る
よ
う
さ
ら
に
国
へ

働
き
掛
け
て
い
き
ま
す
。

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
か
の
災
害
へ
の
対
応
も
強

化
し
て
、
わ
た
し
た
ち
が
安
心
し
て
住

め
る
街
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
市
の
姉
妹
都
市
、
ス
マ
ー
ナ

市
と
の
国
際
交
流
に
お
い
て
、
去
年
は

交
換
留
学
生
と
し
て
、
今
年
は
ス
マ
ー

ナ
市
か
ら
の
交
換
留
学
生
を
受
け
入
れ

る
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

国
境
を
越
え
て
一
緒
に
生
活
す
る
な

ん
て
、
め
っ
た
に
経
験
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
体
験
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。
ス

マ
ー
ナ
市
へ
行
き
、
感
じ
た
事
、
思
っ

た
こ
と
を
市
民
代
表
と
し
て
市
民
に
伝

え
た
い
の
に
、
伝
え
る
場
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

わ
た
し
は
、
市
民
に
も
っ
と
ス
マ
ー

ナ
市
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
外
国
へ

の
興
味
、
関
心
も
よ
り
深
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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石川亮太議員
（座間中１年）

　

登
下
校
中
に
危
険
を
感
じ
た
ら
、
近

く
に
あ
る
お
店
や
市
民
の
方
に
助
け
て

坂
な
ど
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
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広報ざま【座間市のお知らせ】No.６５０　　平成１３年（２００１年）１０月１５日●７ 

県央フォーラム６・１・１

パート等なんでも相談会

サン・ホープ交流フェスティバル

○と　き　１０月２１日午前１１時３０分～午

　後２時

○ところ　サン・ホープ

○内　容　模擬店（障害者地域作業所

変わります！
障害者の医療費助成制度

平成１４年４月入学児童の健康診断

○と　き　１０月２７日午後１時～４時

○ところ　厚木市総合福祉センター（同

　市中町１ー４ー１）

○内　容　活動発表「中学生やサラリ

　ーマンによるボランティア活動ほか」、

　シンポジウム「ボランティア、でき

　ることから始めよう～一人・ひとり

　が主役です～」（手話通訳あり）

○定　員　３００人

○保　育　あり（２歳～就学前、要予

　約）

○問い合わせ先　県央地区行政センタ

　ー県民課 �０４６（２２４）１１１１

担当　　　　　　　　　　市民情報課

�０４６（２５２）８１４４ �０４６（２５５）３５５０

○と　き　１１月５日午後１時～４時

○ところ　市役所１階ロビー

○内　容　解雇、賃金不払い、有給休

　暇、税金、社会保険などの問題につ

　いての相談（秘密厳守）

○費　用　無料

○申込方法　当日直接会場へ

○問い合わせ先　県相模原商工労働セ

　ンター労働課 �０４２（７５５）１１２１または

　担当

担当　　　　　　　　　　　　産業課

�０４６（２５２）７６０４ �０４６（２５５）３５５０

　市では、雨水を地下に浸透させ、地

下水を養い作ることを促進する施設（雨

水浸透ます、雨水浸透トレンチなど）の

設置に対する助成制度を設けています。

　この助成制度は４月から対象範囲が

広がり、建築確認工事（住宅の新築・

改築時）における雨水浸透ますの設置

も対象となりました。

　市営水道の貴重な水源にもなってい

る地下水。今後もおいしい水道水が供

給できるよう、地下水保全に皆さんの

ご協力をお願いします。

○雨水浸透ます

　１基当たり　１２５００円

○雨水浸透トレンチ

　１メートル当たり　６５００円

○浸透性アスファルト舗装

　１平方メートル当たり　５００円

　助成の対象や金額などには、一定の

条件や限度があります。ご希望の方は、

事前に担当へご相談ください。

担当　　　　　　　　　　環境保全課

   　�０４６（２５２）７６７５ �０４６（２５７）７７４３

　１１月１日以降、心身障害者療養受診

証をお持ちの方が県内の医療機関で受

診した場合、原則として医療費の本人

負担分を窓口で支払う必要がなくなり

ます。

　また、老人保健法に該当する障害者

にも、心身障害者療養受診証を発行す

ることとなりました。

　この制度改正に伴い、新たにこの療

養受診証が発行される方には個別に通

知します。

担当　　　　　　　　　　市民健康課

   　�０４６（２５２）７２１３ �０４６（２５２）７０４３

　市では、このほど市街化区域内の農

地を計画的かつ永続的に保全するため

の「生産緑地地区」の変更案を作成し

ました。この案について、都市計画法

に基づく縦覧を次のとおり実施します。

○縦覧期間　１０月１６日～３０日午前８時

　３０分～午後５時（土曜・日曜日を除

　く）

○縦覧場所　市役所４階都市計画課窓

　口

担当　　　　　　　　　　都市計画課

�０４６（２５２）７３７６��０４６（２５２）０２２０

◆公民館ふれあい自然科学クラブ

　見て　触れて　感じてみよう

○と　き　①１０月２８日②１１月４日③２５

　日④１２月９日（日）⑤２２日（土）⑥

　平成１４年１月１３日（日）⑦２月１０日

　（日）⑧２４日（日）⑨３月２４日（日）

　⑩３１日（日）の①②⑤⑥⑦⑨⑩午前

　１０時～正午③午前１０時～午後２時④

　⑧午前９時～午後５時（全１０回）

○ところ　①⑥⑦⑩市公民館②③⑤県

　立座間谷戸山公園④多摩川⑧生命の

　星・地球博物館⑨相模川

○内　容　①オリエンテーション②ネ

　イチャーゲーム③バウムクーヘン作

　り④化石の発掘作業⑤昆虫観察⑥石

　の秘密⑦化石の種類⑧生命の星・地

　球博物館見学⑨相模川の観察⑩自然

　と科学を考える

○対　象　市内在住の親子（小学生以

　上、中学・高校生も可）

○定　員　２０組４０人程度（先着順）

○参加費　１０００円（切手・資料代など、

　必要に応じて交通費などの実費徴収

　あり）

○申込方法　１０月２６日までに直接また

　は電話かファクスで同館へ

　市では、下表の日程で健康診断を実

施します。該当者には事前に通知書を

郵送しますので、受診してください。

◆文学散歩

　源氏・北条氏ゆかりの地を訪ねて

○と　き　①１１月９日午後１時３０分～

　３時３０分②１６日午前９時～（全２回）

○ところ　①北地区文化センター②鎌

　倉

○内　容　①北条氏が執権として幕府

　の実権を握ってから幕府滅亡まで②

　源氏と北条氏にゆかりの深い地を巡

　る

○講　師　国士舘大学教授　赤木孝之

　さん

○対　象　市内在住・在勤者

○定　員　２５人（多数抽選）

○受講料　無料（交通費、昼食代は自

　己負担）

○申込方法　１０月３１日までに直接また

　は電話かファクスで同センターへ

◆第３回あすなろ大学大発表会

　東地区文化センターの高齢者学級「あ

すなろ大学」が、調べ学習（大航海）

の発表会を開催します。発表はブース

形式ですので、ご自由にご覧ください。

○と　き　１０月２０日午前１０時～午後３

　時

○発表テーマ　痴ほう（ぼけ）、座間の

　大凧、座間の地形、座間の産業、地

　方自治体の合併と再編成、市民にで

　きる環境保全対策、健康（体力向上）、

　睡眠、ニュートンはリンゴが落ちる

　のを見たのか、我が街を走る小田急

　小田原線について２～３考えてみる、

　わさび田、座間の歴史、座間と災害、

　野菜作り、大山古道、民話

北地区文化センター
�０４２（７４７）３３６１ �０４２（７４７）８５４２

地下水保全対策に
雨水浸透施設設置助成制度を

　などによる手作り作品など）、アトラ

　クション、ビンゴゲームほか

○入　場　自由

担当　　　　　　　　　サン・ホープ

�０４６（２５４）２６５５ �０４６（２５４）２６４９

生産緑地地区の変更案縦覧

◆介護と心のケア講座

　介護に疲れたとき、あなたは

○と　き　１０月２５日～１２月６日毎週木

　曜日午前１０時～正午（１０月２５日は午

　前８時～午後４時、全７回）

○ところ　市公民館、東京ビッグサイ

　ト、総合福祉センター（サニープレ

　イス座間）

○内　容　世界の福祉機器展見学（東

　京ビッグサイト）、食事介助を学ぶ、

　心のケア学習、介護の達人に聴く、

　総合福祉センター見学と車いす介助

　を学ぶ、心肺蘇生を学ぶ、グループ

　ワーク

○対　象　市内在住・在勤者

○定　員　２０人（先着順）

○参加費　２０００円（昼食代、保険代、食

　事介助用品代）

○申込方法　１０月２１日までに直接また

　は電話かファクスで同館へ

（その他＝凶悪犯、粗暴犯、知能犯、その他の窃盗犯など）

　自分の身は自分で守り、被害に遭わないよう注意しましょう。不審者を見掛

けたときは１１０番または座間警察署 �０４６（２５６）０１１０へ。

東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１ �０４６（２５３）０７８９

市内の交通事故件数

平成１３年１月１日～９月３０日

（物件事故を含まず）

市公民館
�０４６（２５５）３１３１ �０４６（２５２）２７７６

実 施 日学 校 名

１１月１日東原小学校

１１月８日座間・相模野小学校

１１月９日栗原小学校

１１月１２日入谷小学校

１１月１５日ひばりが丘・相模が丘小学校

１１月１９日中原小学校

１１月２８日立野台・旭小学校

１１月３０日相武台東小学校

○受付時間　午後１時３０分～１時４５分

○内　容　内科・歯科医師による診察、

　各種検査ほか

○対　象　平成７年４月２日～平成８

　年４月１日生まれの幼児

○持ち物　健康診断通知書、上履き、

　筆記用具

○服　装　簡単に着脱できるもの

　なお、１０月２９日までに通知書が届か

ない場合は、電話で担当へご連絡くだ

さい。

担当　　　　　　　　　　学校教育課

�０４６（２５２）８７３９��０４６（２５２）４３１１

負傷者死者件数
８６９２７２５１３年
８１７５７０８１２年
＋５２－３＋１７増減

◆年賀状を木版画で作ろう

○と　き　１１月１１日、１８日午後１時３０

　分～４時３０分（全２回）

○内　容　木版画で年賀状を作る

○指導者　きつつき版画倶楽部会員

○対　象　２０歳以上

○定　員　２０人（先着順）

○持ち物　彫刻刀、バレン、太めの筆

　または古歯ブラシ、エプロン、筆記

　用具

○参加費　５００円（材料代）

○申込方法　１１月４日までに直接また

青少年センター
�０４６（２５３）８４１１ �０４６（２５９）２１６３

◆ＫＩＤＳアウトドア王国

　冒険遊びで１日自由に遊んでみよう

○と　き　１０月２１日午前９時（集合）

　～午後５時（解散）＜小雨決行＞

○ところ　羽根木プレーパーク（東京

　都世田谷区代田）

○集合・解散場所　座間駅東口階段下

合　計その他ひったくり自動車盗自転車盗バイク盗部品盗車上狙い空き巣

２２５７６５７４６１０１３４６３５０２４５３８９１２３１３年

１５１５４１２２１７５２０８４１２１２６２０６５５１２年

＋７４２＋２４５＋２５＋２６＋１３８－６２＋１１９＋１８３＋６８増減

市内の主な犯罪発生状況 平成１３年１月１日～９月３０日

　は電話かファクスで同センターへ
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◆音を体感・打楽器で青春

　響け大地へ仲間とともに

○と　き　１０月２１日、２８日、１１月１１日、

　１８日、２５日、１２月２日（日）、平成１４

　年１月６日（日）、１２日（土）、１３日（日）、

　２７日（日）、２月３日（日）、９日（土）い

　ずれも午後２時３０分～５時（全１２回）

○内　容　スティックの持ち方、形、

　楽器の仕組みやメンテナンスなどを

　学び、打楽器演奏を体験。チームを

　つくり、曲を演奏発表する（平成１４

　年２月１０日（日）の青少年芸術祭で

　発表）

○講　師　ドラム奏者　バイソン片山

　さん

○対　象　１３歳以上の青少年（青少年

　以上の方は問い合わせを）

○定　員　３０人（先着順）

○持ち物　打楽器（持参できる方）

○受講料　無料

○申込方法　１０月２０日までに住所、氏

　名、年齢、電話番号を同センターへ

　連絡

◆市史講座

○と　き　①１１月１１日②１８日午後１時

　３０分～３時３０分（午後１時開場）

○テーマ　①昔、昔、昔の座間②座間

　の中世

○講　師　①市史編さん委員　金子皓

　彦さん②同　石丸煕さん

○対　象　１５歳以上

○定　員　各６０人（先着順）

○受講料　無料

○申込方法　各開催日前日までに直接

　または電話で同館へ

○大人のためのおはなし会

▽とき＝１０月２５日午前１０時～１１時３０分

▽ところ＝図書館おはなし室▽内容＝

日本と世界の昔話など▽参加費＝無料

▽申込方法＝当日直接会場へ▽問い合

わせ先＝ �０４６（２５５）７４０２（吉田）

みんなの広場�
サークル会員募集�

図書館
�０４６（２５５）１２１１ �０４６（２５２）５７０４

○内　容　「自分の責任で自由に遊ぶ」

　をモットーにしている「羽根木プレ 

　ーパーク」。自分の工夫で思いのま

　ま遊べる同パーク（火、水、土、木

　など遊びの素材がいっぱい）で１日

　遊ぶ。遊んだ後は銭湯を体験

○対　象　小学生

○定　員　２０人（先着順）

○持ち物　弁当、水筒、着替え（下着

　を含む）、替え靴、タオル２～３枚、

　保険証の写し、レジャーシート、ご

　み袋、つぶしたアルミ缶５個以上

○参加費　１０００円（交通費、保険代、

　銭湯代など）

○申込方法　１０月１９日までに直接また

　は電話で同センターへ

○ＪＡさがみ農業まつり・農畜産物品

　評会

▽とき＝１０月２７日、２８日午前１０時～午

後３時▽ところ＝さがみ農協本店（藤

沢市湘南台５－１４―１０）▽内容＝農畜

産物品評会、農畜産物即売会、園芸相

談会、購買品即売会、各種イベントほ

か▽問い合わせ先＝ＪＡさがみ組織経

済部ふれあい課 �０４６６（４５）４１１４

○市民フェスタ２１～県央・相模～

▽とき＝１０月２８日午前１１時～午後３時

▽ところ＝海老名市役所駐車場▽内容

＝「ストップ！遺伝子組み換え食品」を

テーマに各種イベントを実施（雨天決

行）▽参加費＝無料▽問い合わせ先＝

生活クラブ生協相模原センター �０４２

（７５９）３５２１（椿）
○座間苑でバザー開催

▽とき＝１１月３日午前１１時～▽ところ

＝特別養護老人ホーム座間苑▽内容＝

寄付物品などの販売、模擬店▽寄付物

品募集＝１０月３１日までに電話で同苑へ

（使用した物は不可）▽問い合わせ先

＝同苑�０４６（２５６）３３６３（磯辺）
○県立ひばりが丘高校コミュニティス

　クール

▽とき＝１２月８日～平成１４年２月２３日

の毎週土曜日午後１時～３時（１２月２９

日、１月５日を除く全１０回）▽ところ

＝県立ひばりが丘高校▽内容＝英語で

社会問題などを討論し、英語による思

考力を養成する▽定員＝４０人（多数抽

選）▽参加費＝２５００円（受講料、別に

テキスト代が必要）▽申込方法＝往復

はがきに住所、氏名、年齢、電話番号

を記入の上、１０月３１日（必着）までに同

高校コミュニティスクール係〒２２８－

０００３ひばりが丘３－６７６へ郵送▽問い

合わせ先＝同高校�０４６（２５５）２５５５

○ストリートダンスコンテスト　ｉｎ

　ＺＡＭＡ

▽とき＝１０月２１日午後７時～▽ところ

＝市民文化会館小ホール▽出場チーム

＝１５チーム程度▽入場料＝無料▽問い

合わせ先＝市商工会青年部�０４６（２５１）

１０４０（門倉）

○座間郵便局で年末年始学生アルバイ

　ト募集

▽期間＝１２月２０日ころ～平成１４年１月

１０日ころ▽内容＝①郵便物の配達（外

務）②郵便物の区分（内務）▽時給（昨

年実績）＝①８９０円以上②７１０円以上▽

交通費＝１日１５００円まで条件により支

給▽説明会＝勤務時間などの詳細を案

内（１０月下旬に予定）▽問い合わせ先

＝同郵便局総務課�０４６（２５１）２３２２

○最低賃金を改正

　最低賃金はアルバイト、パートを含

むすべての労働者に適用され、これ以

下では、労使合意の上でも雇用するこ

とができないとする制度です。

　県内全事業所に適用される神奈川県

最低賃金は、１０月１日から日額５５９６円、

時間額７０６円に改正されました。また、

一部業種に適用される産業別最低賃金

も順次改正される予定です。

　詳しくは、神奈川労働局賃金課�０４５

（２１１）７３５４または厚木労働基準監督署

�０４６（２２８）１３３１へお問い合わせくださ

い。

○座間移動サービスワーカーズコレク

　ティブ設立総会

▽とき＝１０月３０日午前１０時～正午▽と

ころ＝総合福祉センター学習室▽内容

＝通院、通学、食事、買い物などの外

出介助サービスを提供する非営利市民

事業の設立▽対象＝どなたでも▽参加

費＝無料▽参加方法＝当日直接会場へ

▽問い合わせ先＝�０４６（２５８）０１７３（後

藤）

○市民ふるさとまつりフリーマーケッ

　トを中止

　毎年、市民ふるさとまつりの会場で

開催してきましたフリーマーケットで

すが、本年は諸般の事情により中止す

ることとなりました。

　詳しくは、市商工会青年部�０４６（２５１）

１０４０（門倉）へお問い合わせください。

○１０月は「土砂不法投棄防止強化月間」

　です

　県では「県土砂の適正処理に関する

条例」を施行し、土砂不法投棄の未然

防止に努めています。

　本年度も、条例が施行された１０月を

「土砂不法投棄防止強化月間」として

パトロールなどを集中的に実施します。

土砂不法投棄情報がありましたら、県

建設業課�０４５（２１０）６３２４へご連絡くだ

さい。
○公庫住宅ローン返済が困難な方の救

　済措置

　住宅金融公庫では、公庫住宅ローン

の返済が困難な方について、返済方法

変更などの返済相談に応じています。

返済に不安を感じている方は、公庫支

店または取り扱い金融機関主要店舗の

「住宅ローン返済相談所」に、お早め

にご相談ください。

　また、返済相談の結果を踏まえ、勤

務先の倒産などにより返済が困難とな

っている方で、一定の要件に当てはま

る方について、返済期間の最長１０年間

延長、３年間の元金据置期間の設定お

よび据置期間中の金利引き下げを実施

します。この救済措置は期限が平成１４

年３月３１日までとなっています。

　詳しくは、住宅金融公庫東京支店�

０３（５２６１）５９３８へお問い合わせください。

○働き方発見講座～女性起業家入門　

　トレンド（時代の流れ）を読んで起

　業する

▽とき＝１１月１５日～１２月６日の毎週木

曜日午前１０時～午後３時（全４回）▽

ところ＝厚木市女性センター（本厚木

駅北口５分）▽内容＝女性が起業する

ための基礎的なノウハウを学ぶ▽対象

＝県内在住・在勤・在学の起業を目指

す女性▽定員＝４８人（多数選考）▽受

講料＝３５００円▽申込方法＝往復はがき

に講座名、住所、氏名、年齢、電話番

号、希望理由を記入の上、１０月２５日（必

着）までに〒２５１－００３６藤沢市江の島１

－１１―１県立かながわ女性センター参

画推進部人材開発課あて郵送▽問い合

わせ先＝同センター人材開発課�０４６６

（２７）２１１７

○押し花体験教室

　プレスフラワーアート「 花綵 会」
はなづな

▽とき＝１０月２８日午後１時～３時▽と

ころ＝県立相模原公園かながわグリー

○自然教室「紅葉の高取山」

▽とき＝１１月２３日午前９時４０分～午後

○親と子のふれあい体験活動「森の大

　地祭」

▽とき＝１１月１０日午前１０時～１１日午後

３時（１泊２日）▽ところ＝県立足柄

ふれあいの村（南足柄市広町１５０７）▽

内容＝収穫体験や自然観察を通して自

然に親しみながら参加者間の交流を深

める▽対象＝親子▽定員＝３５０人▽参

加費＝一人４０００円（食費、教材費、保

険料など）▽申込方法＝往復はがきに

催し名、参加者全員の住所・氏名・年齢

（学年）・性別・電話番号を記入の上、１０

月２６日までに〒２２１－００１１横浜市神奈

川区神之木台２２―１４（財）神奈川県ふれ

あい教育振興協会あて郵送▽問い合わ

せ先＝同ふれあいの村�０４６５（７２）２０１０

◆コーラスサークル「ミレ・フィオーレ」

▽とき＝毎週火曜日午前１０時～正午▽

ところ＝青少年センター音楽室▽連絡

先＝�０４６（２５５）９５３１（小野田）
◆絵画サークル「１７人の会」

▽とき＝毎月第２・第４日曜日午前１０

時～正午▽ところ＝東地区文化センタ 

ー▽内容＝三軌会審査員吉野幸治さん

を講師に油絵を楽しむ（初心者歓迎）

▽会費＝月額２５００円▽連絡先＝�０４６

（２５５）１８９９（伊藤）

◆木彫りの会

▽とき＝毎月第２・第４日曜日午前９

時３０分～正午▽ところ＝市公民館▽内

容＝年齢を問わずに木彫りを楽しむ▽

会費＝月額２０００円▽連絡先＝�０４６（２５３）

７４６６（松本）

○県立座間養護学校で交流の広場

▽とき＝１０月２０日午前９時５０分～１０時

４０分、２１日午前１０時～午後２時２０分▽

ところ＝県立座間養護学校▽内容＝①

○１０月は「労働保険適用促進月間」です

　労働保険（雇用保険・労災保険）は、

労働者が失業したときの生活費や通勤、

業務上の負傷や疾病などの医療費の心

配をなくし、安心して仕事に専念する

ための保険です。

　労働者を一人でも雇用している事業

主は、すべて加入することになってい

ます。まだ加入していない事業主は、

今すぐ加入手続きをしてください。

　加入手続きなど詳しくは、厚木公共

職業安定所�０４６（２９６）８６０９または厚木

労働基準監督署�０４６（２２８）１３３１へお問

い合わせください。

○住宅ローン・クレジット・サラ金・

　カード１１０番

　県司法書士会では、住宅ローン・消

費者金融・カードなどの利用による多

重債務者のための無料相談会を開催し

ます。支払い不能や保証人として督促

を受けている方に、対処方法を電話で

提供します。

▽とき＝１０月２７日、２８日いずれも午前

１０時～午後４時▽相談先＝�０４５（６４１）

１３８９（臨時電話）

　なお、希望者に対しては、県司法書

士会館（横浜市中区吉浜町１番地、Ｊ

Ｒ根岸線石川町駅北口１分）において

面談による相談も実施します。

　詳しくは、同会事務局�０４５（６４１）

１３７２へお問い合わせください。

○「フリースペース宝島」遊びボラン

　ティア募集

▽とき＝毎月第２・第４土曜日午前１０

時～午後４時３０分、毎月２回月曜・木

曜日午後３時～５時３０分（都合の良い

日1日でも半日でも可）▽ところ＝総

合福祉センター▽内容＝ハイキング、

プール、料理、絵画など多彩なプログ

ラムで知的障害のある子どもたちを支

援する▽対象＝高校生以上▽持ち物＝

弁当（１日参加の場合）▽参加方法＝

電話で�０４６（２５５）１８５３（山本）へ

イベントの部…外部団体による演技、

小学部・中学部・高等部の出し物ほか

②バザーの部…近隣市内の障害者施設 

・地域作業所・親の会・同校生徒・同

校同窓会などによる出店③作品展示の

部…同校児童・生徒や入谷小学校ほか

の児童作品の展示▽問い合わせ先＝同

校 �０４６（２５５）２２５１

３時▽ところ＝仏果山登山口バス停（集

合）～宮ヶ瀬ダムサイト（解散）▽内

容＝自然を観察しながら美しく紅葉し

た高取山に登る▽対象＝小学生以上▽

定員＝３０人（多数抽選）▽参加費＝３００

円（保険代）▽申込方法＝往復はがき

に行事名、参加者全員の氏名・年齢・

住所・電話番号を記入の上、１１月６日

（必着）までに〒２４３－０１１１清川村宮ヶ

瀬９４０―１５県立宮ヶ瀬ビジターセンタ 

ーあて郵送▽問い合わせ先＝同センタ 

ー�０４６（２８８）１３７３

ンハウス▽内容＝押し花入り「クリア 

ーファイル」の作品を作る▽定員＝５０

人（先着順）▽参加費＝無料▽参加方

法＝当日直接会場へ▽問い合わせ先＝

（財）神奈川県公園協会かながわグリー

ンハウス�０４２（７７８）６８１６
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【座間市のお知らせ】

◆平成１３年（２００１年）１０月１５日発行
◆座間市企画部市民情報課編集
　〒２２８-８５６６　神奈川県座間市緑ヶ丘１-１-１
　1０４６（２５５）１１１１（代） 5０４６（２５５）３５５０
　URL=http://www.city.zama.kanagawa.jp/
　i-mode=http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/

　市教育委員会では、市制３０周年を記念して

「座間ふるさと健康マップ」を刊行しました。

　内容は、市健康づくり研究懇話会の提言に

基づき、前半では健康維持に役立つウォーキ

ングの基本的な解説と消費カロリーについて、

後半では市内８コースの地図とともに、名所

や旧跡などを写真で紹介しています。

　このマップは、生涯学習課または各出張所および市公民館、北・東地区文化セ

ンターなどで無料で配布しています。

　詳しくは、担当へお問い合わせください。

担当　　　　　　　　　　　　　　 生涯学習課  1０４６（２５２）８４７６ 5０４６（２５２）４３１１

　

ま
た
、
市
制
三
十
周
年
を
記
念

し
て
制
作
さ
れ
た
「
市
民
の
歌

《
Ｗ
Ｅ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｚ
Ａ
Ｍ
Ａ
！
》」

（
詳
し
く
は
、広
報
ざ
ま
十
一
月
一

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
を
発

表
し
ま
す
。

　

未
来
へ
向
か
っ
て
力
強
く
、
着

実
に
は
ば
た
く
素
晴
ら
し
い
ま
ち

座
間
市
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
心
を
一
つ
に
し
て
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

○
と　

き　

十
月
二
十
八
日（
日
）

　

午
前
十
時
四
十
五
分
開
場

○
と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館（
ハ
ー

　

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
）
大
ホ
ー

　

十
一
月
一
日
座
間
市
は
、
三
十

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
十

月
二
十
八
日
（
日
）
に
市
民
文
化

会
館（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
）

に
お
い
て
記
念
式
典
お
よ
び
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
、
日
ご
ろ
の
文
化
活
動

の
成
果
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
事
業

と
し
て
、
二
十
年
前
に
封
入
し
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
。
さ
ら

に
は
こ
の
夏
、
市
内
の
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
が
制
作
し
た
絵

手
紙
を
、
新
た
な
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
に
封
入
し
ま
す
。
こ
の
新
し
い

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
二
十
年
後

に
開
封
す
る
予
定
で
す
。

　座間郵便局と市内特定郵便局では、市制３０周年を記念

して、「記念小型印」の消印サービスを実施します。

　ご希望の方は、５０円以上の切手を張ったはがきや封書

を、座間郵便局または市内特定郵便局に持参していただ

ければ記念の押印をします。そのほか、記念のスタンプ

ラリーも実施します。

○期　間　１０月２８日（日）～１１月４日（日）

○問い合わせ先　座間郵便局1０４６（２５１）２３２３

担当　　　 行政管理課  1０４６（２５２）８２６３ 5０４６（２５５）３５５０

（市民合唱団による合唱付き）�

　昭和４６年１１月１日の市制施行当日の市役所前や記念式典、初めての市民レクリ

エーション大会や市民まつりのなど、当時の様子や３０年間の移り変わり、主な出

来事などを写真で紹介します。

○と　き　１０月１８日（木）～１１月１６日（金）（土曜・日曜日を除く）

○ところ　市役所１階市民ホール

担当　　　　　　　　　　　　　　　　  図書館 1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

○と　き　１２月２３日（日）午後２時開演
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）大ホール
○曲　目　ベートーヴェン　交響曲第九番（合唱付き）
○演　奏　読売日本交響楽団
○指揮者　佐渡　裕さん
○ソリスト　佐藤しのぶさん　ほか３人（邦人）
○合　唱　座間市民合唱団
○協　力　市演奏家連盟、市合唱連盟
○入場料　全席指定　Ａ席７，５００円、Ｂ席６，０００円、Ｃ席４，０００円
担当　　　　  市民文化会館  1０４６（２５５）１１００ 5０４６（２５２）８７８７
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記念講演会を開催�記念講演会を開催�記念講演会を開催�

東海大学教授　東海大学教授　�
　　山下泰裕氏を迎えて　　山下泰裕氏を迎えて�
東海大学教授　東海大学教授　�
　　山下泰裕氏を迎えて　　山下泰裕氏を迎えて�
東海大学教授　�
　　山下泰裕氏を迎えて�

○と　き　１１月３０日（金）午後６時３０分開演

○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）大ホール

○テーマ　人生における金メダルを目指して

○入場料　無料

担当　　　　　 企画政策課 1０４６（２５２）８２８７ 5０４６（２５５）３５５０
○と　き　１２月１４日（金）午後６時開演予定

○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）大ホール

○出演者　伍代夏子さん、ダークダックスの皆さん、石原詢子さん

　詳しくは、担当へお問い合わせください。

担当　　　　　　　　　　　　　 市民文化会館 1０４６（２５５）１１００ 5０４６（２５２）８７８７

　市内の行事である「緑化まつり、大凧まつり、ひまわり畑、市民ふるさとまつ

り」を題材に、市制３０周年を記念して写真コンテストを実施中です。応募期間は、

１１月２６日（月）から１２月２５日（火）までとなっています。

　残りのイベントは、１１月４日（日）の「市民ふるさとまつり」です。

　詳しくは、担当までお問い合わせください。

担当　　　　　　　　　　　　　　 企画政策課1０４６（２５２）８２８７ 5０４６（２５５）３５５０
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